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海岸護岸における波力割増しを考
慮した防波フェンスの波力算定法

Port  and  Coast  Research Team

土木研究所 寒地土木研究所

寒地水圏研究グループ 寒冷沿岸域チーム

上久保 勝美

土研新技術ショーケース2015 in 札幌

越波防止フェンスが設置されている

・フェンスの必要高さ
・部材強度の不足による被災
・景観の悪化

越波防止フェンスの設計法の確立が急務

高波による越波により、臨海部の幹線道路の交通障害がしばしば発生する

通行車両の損傷（フロントガラスの破損など）が発生した事例も報告されている

対策事例

課 題

■ 開発技術の背景
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護岸の嵩上げ 消波ブロックの設置

直積消波ブロックの設置 離岸堤の設置

■ 防波施設
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■ 消波護岸の防波性能に関しては，越波流量の
低減効果はすでに実証されているが，水塊や
飛沫の飛散を完全に抑えることはできないこと
が知られている．

飛沫

水塊
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■ 防波フェンスの設置事例

ポリカーボネイト板鋼製有孔折板
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■ E 国道の防波フェンス設置区間

Ａ区間
(180m)

Ｂ区間
(100m)

Ｃ区間
(120m)

フェンスの損傷箇所

フェンスの損傷箇所

2001年度 フェンス設置
2006年10月 フェンス損傷被害
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■ 被災箇所と作用波圧の関係
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図-11 被災箇所と作用波圧の関係
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鋼材の降伏応力 ＜ 作用応力 ・・・ （破壊）
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■ フェンスに作用する波圧の割増

η’  =  a ・ η

p1’ =  b ・p1 （Z*＞1.0)
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a=1.6，b=1.6 を用いる

波力の割増は z*=1.0以上の条件に適用する

η’  =  a ・ η （ a  ≒ 1.6） ・・・・・ （3）aa

ｐ1’ =  b ・ ｐ1      （ b ≒ 1.6） ・・・・・ （4）b b

＊

p1 p1
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現地への適用事例 Port  and  Coast  Research Team

3.76kN/㎡

42.9kN/㎡
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